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CCOP/SOPAC第6回会議について

佐藤良昭(燃料部)

1.CCoΨ/soPAcとは?

略号ばやりのこの頃ではあるがCCOP/SOPACと

書いてあるのを見て何の意味であるか直ぐに解る人は

何人位いるであろうか.CCOP事務局に務めた時の筆

者でさえこれの正式名称を暗記してしまうまでにしば

らく時間がかかった.これは国際連合アジア太平洋

経済社会委員会(ESCAP)内のCommitteeforCoordi･

nationofJointProspectingfoエM:inera1Resourcesin

SouthPaci丘｡O丘shor･A･･as=南太平洋地域沿海鉱物

資源共同探査調整委員会のことである.しかしこの

正式名をどうひねりまわしてもまだCCOPが出てこな

い.これは上の長い名前を少し縮めたCOordinat五ng

Committee壬｡rO丘shoreProspectingの頭文字に由来

しさらに南太平洋の賂SOPACをつけてでき上ったも

第1表CCOP/SOPACの年次会合
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月目開催国

11月7-13日

8月29目一9月6目

9月2-10目

9月8-16日

フィジｰ

トンガ

西サモア

ソロモン諸島(英領)

都市

スハ

マグアロハ

アピア

ホニアラ

(鱒鰯轡鱗弾竺夢讐携二葦巽)

11月2-8日

10月11-17目

!㌶熱デｰ1ラロ/ンガ

iパプア･ニュｰギニポｰトモレス

1ア1ビｰ

のである.

東アジア地域のCCOPは1966年に発足した.東シ

ナ海における石油賦存の可能性にいっての1968年の発表

は当時大きな反響をよびいまだに尖閣諸島問題と

なって尾を引いている.その他にもこの地質ニュｰ

スの26頁のCCOP第14回会議にみられるように東ア

ジアCCOPの活動によって数々の成果があがっている.

この成功に刺激されフィジｰを中心として南太平洋地

域にCCOP設立の気運が盛上って来た.そして1972

年7月フィジｰのスバにおいて｡cOP/SOPAcの第

1回会合が開催されたのである.そあ後回を重ね

今回が第6回にあたる(第1表).なおこれにともない

従来のCCOPはCCOP/EAと称されるようになった.

広い大陸棚地域を持つ東アジア地域と違い南太平洋

地域の加盟国の大陸棚はパプア･ニュｰギニア周辺を

除くと非常にせまく従ってこの機構の関心は主とし

て深海底鉱物資源やそれに対する国家の管轄権につい

ての島喚国としての特殊性を積極的に主張しようとし

ているようである.

2.CCOR/SORAC第6回会合

a構成

開催地:パプア･ニュｰギニア国ポｰトモレスビｰ

期間:昭和52年10月11目～17日

参加国:クック諸島フでシｰニュｰジｰランド

パプア･ニュｰギニアソ日モン諸島トンガ

第1図会議場の前庭.各国国旗炉掲揚されている.

第2図会議場内の壁画�
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面サモアの加盟7ヵ国(ギルバｰト諸島は欠席)

技術顧間:オｰストラリア1名フランス2名日本

1名ソ連(欠席)英国2名米国2名

国際機関:UNDP(国連開発計画)4名IOC/UNESC

O(政府間海洋委員会/国連教育科学文化機構)

1名

オブザｰバｰ1南太平洋経済協力機構1名南太平洋大学

1名パプア･ニュｰギニア大学1名

事務局:CCOP/SOPAC技術事務局4名ESCAP

事務局3名

筆者はこの会合に日本からの技術顧間(Technica1

Advisor)として国際協力事業団の協力を得て参加し

た.会議に参加した日本人はこの他に2人CCOP/S

OPAC技術事務局に短期聞派遣された中条純輔海洋物理

探査課長および嶋崎吉彦ESCAP鉱物資源課長(鉱床

部より出向)である.中条課長は昭和52年8月末以来

約2ヵ月間フィジｰにある技術事務局に海洋物理探査

専門家として派遣されフィジｰトンガ海域の海洋地

質調査指導のためSOPAC加盟国の科学者･技術者達

と小さな調査船の中で寝食を文字通り共にした.こ

の時の様子については本地質ニュｰス中に同氏から

の詳しい報告がのっている.

b.議題

開会

議長および副議長選出

議題の採択

4.技術諮問グノレｰプ議長指名

技術諮問グルｰプの討議

5･海底鉱物の探査と開発のための技術の進歩

6.第5回会合以後の活動のレビュｰ

(乱)CCOP/SOPAC技術事務局

(b)ESCAP事務局

7.調査活動のレビュｰ:進歩と成果

(乱)CCOP/SOPAC作業計画による活動

(b)その他の活動

8.資源とその意義の評価

9.デｰタ管理

10.CCOlP/SOPAC出版物

1L訓練:プ回グラムと必要性

1Z5カ年計画に関連する1978年の作業計画

13.関係活動分野の発展に関する報告

(乱)エネルギｰ

(b)海洋法

14.技術語間グルｰプの報告の採択

本会議

15｡技術語間グルｰプの報告の検討

16.その他

17.第7回会合の準備

18.報告書の採択

19.閉会

今回の本会議議長にはパプア･ニュｰギニア代表の

N.R.AG0NIム氏(Di工ectoroftheO舐｡eofMinera1s

anaEnergy)副議長にフィジｰ代表R.RIc亘M0ND氏

第3図加盟国

の位置と200カイリ

水域(アミは国際水城)�
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(DiエectorofMinera1Deve1opment)技術語間グルｰ

プ議長にニュｰジｰランド代表J.W.BR0DIE氏(New

Zea1anaOceanographicInstitute)が満場一致で選ばれ

た.また次回(第7回)会合はニュｰジｰランドのウ

ェリントン市で昭和53年10月中旬に開催の予定となっ

ている.

会議の内容を議題順に述べてみても退屈であろうし

その概略は｢海外地質朗報｣に報告される予定であるの

で特に関心をお持ちの方はそちらを参照して頂きたい.

また会議に提出された60編以上の文書(Document)は

完全な1セットとして海外地質調査協力室に保管されて

いる.したがってここでは上記の議題あるいは文書

中から一般的関心をひきそうなものだけについて取

上げることにする.

フィジｰでは海洋調査船を建造中である.その要目は

長さ:約20m

排水量:80トン

吃水:2m

燃料･水:15目分

乗組員:6人

調査員:4人

設備として衛星航法装置(MAGNAVOX1102シン

グル･4チャネル)や各種海洋地質調査機器を搭載す

る予定である.建造計画では1978年3月までに進水す

ることになっている.この調査船が完成すればフィ

ジｰのみならずSOPAC諸国の海洋地質調査活動に一

層の進展が期待される.

3.各国の調査活動現況(1976年秋～1977年秋の期間)

SOPACの加盟国の中で自国船による海洋地質調査

を行ったのはニュｰジｰランドとフィジｰの2カ国で

ある.その他の国々はSOPAC技術事務局がチャｰ

タｰしたAche･on号85トンによって自国周辺海域の

海底地形表層堆積物海底写真撮影などの諾調査を行

うと共にさんごの採集(後述)にも努力していた.

しかしなカミら今年の調査は悪天候にたたられ実際に作

業のできた日数は非常に短いものになってしまったよう

である.この経験からチャｰタｰ船による次の航海は

海の静かな南半球の夏すなわち12月以降に実施される

予定である.

第4図始新世の赤褐色マｰルと緑灰色石灰岩の互層

パプア･ニュｰギニアではその地理的･地質的特性

から海洋調査よりも陸上の地質図作成鉱床探査水

資源地熱の研究カミ主要な活動であった.ラエ付近の

海岸では合クロム鉄鉱砂の調査が行われている.こ

の国の天然資源局地質調査所では20人位のオｰストラ

リア人が同所の職員として働いており地質図幅調査

鉱床調査に従事している.ヘリコプタｰの利用も盛で

第2次世界大戦中北海岸からポｰトモレスビｰへ横断

しようとして日本軍カミ苦労した3,O00～5,000㎜級の高

山が並ぶ脊梁山脈地帯も今では一飛びで調査地域に降

り立ち約1ヵ月後にはまたヘリでポｰトモレスビｰ

へ帰ってくるという方法がとられている.

篤5図民芸品の一部�



一45一

4.海津鉱産資源

費さんご:さんごを鉱産資源といって良いものかど

うか会議でも一寸した話題になったが南太平洋地域

の特にトンガや西サモアにとっては重要な資源である

ことに変りは狂い.Acheron号の航海でも貴さんごの

採集が1つの目的であったし出席の代表からも貴さ

んごの生態分布採取方法などについての知識･情報

を切望する旨の発言がなされたほどである.

さんごは水深90～450㎜の所に棲んでおりいろいろ

の色種類がある.その中でピンクや赤色のものが貴

さんごとされ商品価値がある.値段は枝の直径生息

状態変質状態色によってきまりもっとも上等な晶

質は“ミデアムピンク"とされ卸値で1ポンド

(O.45た9)カミ300ドル(約7万2千円)もする.それに

次ぐのカミ“ライトレッド"で150ドノレ/ポンドもっ

とも品質のさがる白色になると50ドル/ポンド(約1

万2千円)位になる.これに仕上げ加工が施されると

もんめ

1mo㎜me(匁=3.75g日本の古い単位が生きている!)

あたりの値段が500～5,000円にはねあがる.貴さん

ごはこのように量が少なくても値段が非常に高いものな

ので発展途上国にとっては大きな収入源となるわけで

あり関心の強い理由もうなづける.

石油:石油探査に関係した報告などから抜き書きして

みると現状は次のようである.

フィジｰでは1969年に最初の鉱業権が設定された.

1972年までに5つのブロックで鉱業権カミ与えられ物理探

鉱が行われたが1975年夏現在大部分が放棄された.

その後フィジｰ政府は11のブロックを設定して企業の探

鉱を待っていたが1976年中には探査活動は行われな

かった.1977年新しく組織されIakot泓Exp1ora-

t!onLtd.(LoveOi1Co㎜paty+Intemationa1Petro-

1eumCompany)はVitiLevu島東方のDブロックに

対して新しく探査ライセンスを申請した.その作業

計画によると初年度は18万ドルの費用で地震探査2

3年度には250万ドルをかけて試錐を行うことになっ

ており同政府は1977年8月これを認可した.!976

年SouthemPaci£cPetro1eu㎜が放棄したB1igh

Water地区(Aブロック)についてはアメリカの1会

社が物理探査デｰタの再解釈をしたいと政府と交渉中

である.

ニュｰジｰランドでは北島西岸のKapuniガス

田が1975年以来生産を開始しており当時の生産量は51

MMcFGD3,900b/dであった.1976年の産出は

1,421,248Mm3のガスと600,328血3のコンデンセｰト

でこれは137.5MMCFGD1o,345b/aコンデンセｰ

トに相当する.このガス田の沖合に発見されたMaui

カスｰコンデンセｰト田のその後の開発は悪天候のた

めプラットホｰムが傾いたりパイプライン敷設が困難

となり計画が遅れている.陸上の生産ステｰションの

建設はその最終段階に達しており1977年中には12本

の生産井の掘削も予定されている.

現在およびここ当分の間の主要探査地域はニュｰジ

ｰランド中部の西方Ta工anak1堆積盆と南島の南方にあ

るGreatSouthBas1nに向けられることになろう.

水深50～480mの間の所で1976年に実施された5本の試

錐(総延長17,489m)では南島南東方のTOroか1試錐

で多くのガス徴と僅かな油徴が認められたがすべてド

ライとして放棄された.このため上記2堆積盆を中

心として延長6,378kmの海洋地震探査が行わなれ

次の試錐目標地域がしぼられつつある.

パプア･ニュｰギニアのパプア湾デルタ地域の北部

陸上鉱区で1955年の試掘井にガス徴カミみられ1960年

までに10本の試錐が行われた.この中4本からガスお

よびコンデンセｰトが発見された.1974年日本はピ

ｰエヌジｰ石油株式会杜を設立し本地域の探鉱を開始

した.1975年以来実施された3本の試錐も残念なが

らドライであり第2次探鉱計画はこれまでの所中止さ

れていたが1977年には探査が再開されよう.

パプア湾の西部海域および陸域では再び地震探査カ欄

始され延2,700km以上が実施された.この結果に

基づいて1977年には陸域･海域の試錐がまた行われる

計画である.

ソロモン諸島では陸上の地質デｰタと沖合の音波

探査結果を研究中で地質学的に好ましい環境の存在が

サンタ･イサベル島の北西からMann1ng海峡にかけて

の地域にかけて考えられる.

トンガ1968年トンガで油徴が発見されシエノレおよび

BPを主とする国際コンソｰシアムに約6,000平方マ

イルの海域にわたる鉱業権が与えられた.1971～72年

にトンガタプ島で2本の試錐が行われたが1974年末に

鉱区は完全に放棄された.その南半3,000平方マイル

の鉱区を最近米国のWebbResourcesInc｡が取得し

Webb-Tonga会社の計画によると1977年初めにトンガ

タプ島の陸上で詳しい地震探査を行い始新統まで掘る

試錐位置を選定することになった.この結果石油の

集積に望ましい構造が認められ1978年初めには試掘が�
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行われる予定である.

Mobi1がトンガタプ島南方で1972年に行ったマルチチ

ャネル反射地震探鉱記録はCcOP/sOPACの海洋地質

専門家の援助で解析されその結果は地質と共にSouth

Paci丘｡MarineGeologica1Notes1号に発表されてい

る.

マンガン団塊および合金属堆積物:この問題に

ついての関心は南太平洋地域でも非常に強い.Ach-

erOn号の航海でも深海地域ではマンガン団塊と合金

属堆積物の採集が目的の1つであった.しかしながら

後者についてはこれまでのところみるべき発見はな

レ､.

クック諸島の周辺の12カ所で底質採取を行った時そ

の中の9地点からマンガン団塊が採集された.ORS･

TOM(ニュｰカレドニアのヌメアにある外洋科学技術

研究所O伍｡ede1aRechercheScien舶queetTeck

niqueOutre-Me･)も同地域の調査を行っており小

縮尺ではあるが堆積物中のマンガン団塊の濃集度の分布

図(1m2あたりのマンガン団塊の重量)が発表されている･

フィジｰのスバで1975年に開かれたCCOP/SOPAc･

IDOEの研究集会ではマンガン団塊の分布海底地形

との関連鉱物学的･化学的研究成因陸上のマンガ

ン鉱床インド洋のマンガン団塊その他の合金属堆積

物海底地質構造発達史島弧の研究などマンガン団

塊とその関連分野に関する報告や論文提出が行われ地

質調査所海洋地質部の盛谷主任研究官もこれに参加した.

これらの論文はCCOP/SOPAC技術論文集第2号と

して発行された.

上記集会で結成された専門家クルｰプは

ン団塊についてどのようなことを研究して行くべきか

次のような提言をしている.

1.マンガン団塊と海底地形との関係

2､マンガン団塊と海底火山との関係

3.マンガン団塊の走査電子顕微鏡による研究

4.マンガン団塊の岩石学的研究

5.マンガン団塊の地質絶対年代の測定

6､マンガン団塊と堆積速度との関係

7.マンガン団塊と堆積物の組成との関係

8､マンガン団塊形成の堆積学的研究

9.マンガン団塊と生物学的生産能力との関係

200カイリ水域:最近200カイリ経済水域が問題にな

っている折からORSTOMの提出した南太平洋経済水

域図(第3図参照)は出席者の大きな論議を呼んだ.

この図の性格が問題に狂ったが“SOPACのために

領有権のはっきりしている各国の島を中心として単純

に半径200カイリの円を描いて作った小縮尺の非公式

な参考図"ということで了解された.この図を見て注

目されることは南太平洋地域では国際水域がほとんど

存在しなくなる点である.

5.CC0疋/soPAcの出版物

今回の会議の内容提出された文書のうち技術的なも
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S0理眺P跳姻6M雛5双eGe01ogi6a旦No雀鯛の内容目録

巻

号1

表

1巻1号

1巻2号

1巻3号

ユ巻4号

1巻5号

1巻6号

Oi1PτospectinginTonga1968-1974

Stmctu正alInterp王etationo{TwoReHectionPro丘1esAcross出eTongaArc

Mang伽eseNodu1esfro㎜出eSouthPenrhynBas三n,Sou此westPaci五｡

In平estigationofSha11owSub㎜e㎎edP1ateausin凸eManningStraitsandSoutnwestofChoiseu1Is1and

Eva1uationofPotentia1HydrocarbonO㏄uエrencein出eSo1omon工slands

Gold-bearingSedi㎜entsontheContinenta1ShelfNor凸emGuada1cana1,So1o㎜onIslands

発行年月

1975年7月

1975年8月

1976年11月

1977年2月

1977年4月

1977年9月

のの一部はCCOP/SOPACのP工｡ceedingsofthe

SixthSessヨ0nとして約1年後に出版されよう.第

5回会議の議事録は今回配布された.

技術論文として重要なもの特に依頼して集めた論文

などは別途に編集され技術論文集(Technica1Bu11ひ

tin)として発行されることになる.これまでに1号

2号が出版されている.

その他SouthPaci丘｡MarineGeo1ogica1Notesと

いう小雑誌(10ぺ一ジ前後)が継続して出版されている.

これはCCOP/sOPACの活動に関係する地域的研究

の結果野外調査の概報要約デｰタ狂とを随時発

表して行こうというものでありすでに6号まで発行

されている(第2表).

これら出版物はフィジｰにあるCOOP/SOPAC技

術事務局に申込めば有料で入手できる.

6.国際協力の様子

ニュｰジｰランドは｡ooP/soPAc加盟国の中

での先進国(オｰストラリアは未加入)であり同国の

立場はCCOP/EAにおける日本の立場とよく似ている.

同国の協力ぶりはSOPACのために国連開発計画ぺ活動

基金を拠出し加盟国のための海洋地質調査船Acheron

号のチャｰタｰ交渉を援助し技術事務局への海洋地質

専門家の派遣同国の費用負担による会議議事録や“S0-

uthPac過｡MarineGeo1ogica1Notes"の印刷などに示

され1978年も海洋地球科学の専門家と技術者を技

術事務局に派遣することを約束している.同国の地質

調査所の石油地質家は南太平洋地域における1976年の

石油探査･開発状況についてのとりまとめを行い海洋

研究所では関係地域の海洋地質デｰタの収集･整理を

続けている.

その他の先進国の協力ぶりは単独のものもあるが

数カ国で共同して実施している場合が多い.順序不同

であるが主なものをあげてみると

英国は音から深い関係を持っているソμモン諸島や

ニュｰヘブリｰデスと技術協力を行っておりフィジｰ

にも協力の一環として海洋地質の専門家と電予技術者を

派遣した.会議では新しく開発した海洋調査機器とし

て｢遠距離地質サイドスキャンソナｰ｣と｢海底曳

航ガンマスペクトロメｰタｰ｣の紹介があった.

前者は調査船の両側20たmまでの範囲の海底地形の様子

をカバ』することができるものであり後者は海底放射

能や放射性元素の濃淡を連続的に記録可能な装置で放

射能記録とコアの地質の比較から表層堆積物と岩盤のタ

イプの差を区別することもできる.これは海底燐酸塩

鉱物や重鉱物調査に有効と思われる.

米国は本地域に対して国としての直接の協力は行っ

ていない.したがって同国の海洋研究の現状も米国

地質調査所が実施している北太平洋での海底鉱化作用の

研究と主として大西洋大陸棚外縁地帯における炭化水

素鉱床の評価および資源開発に伴って予想される地質学

丁｡

㌧竿

窮8図

サモア

輝盆

一＼

帖羊

}一ご,ク諸島

マンガン団塊中の有用金属成分

バルト十1/2銅をニッケルイクィヴアレンス

全円が2%を示す.

ニッケル十ヨ

として表示.�
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的危険性についての研究が紹介されたにすぎない.

しかし研究機関としてはハワイ大学とSOPACとの

結びつきが強くその地球物理研究所(HIG)はCCOP

/soPAc技術事務局へ継続的に海洋地球科学者を派遣

しているしSOPACで集められた海洋地質デｰタのマ

イクロフィルム化やコンピュｰタ用の処理をしてもよ

いと申しでている.HIGはまた1977年8月ノ･ワイ

大学で｢フィジｰプラトｰのジオダイナミクス｣に関

する特別集会を主催した.この集会では同地域の研究

のために従来の地球物理学的研究と共に海底地震計

の設置古地磁気岩石学地質絶対年代の研究の必要

性が勧告されている.

○鵬TO遡はトンガクックサモア周辺の南太平洋地

域を3隻の調査船により独自で海洋調査を行った他ラ

モントドパｰティ地質研究所(米)オｰストラリア

鉱物資源局と共同でVema号による南西太平洋の海

洋地球物理調査を実施した.コｰネル大学(*)とも

ニュｰヘブリデス付近の地震について共同研究を行った

そして1978年にはサモア海域の海洋生物マンガン団

塊調査計画やテキサス大学(米)コｰネル大学(米)

ハワイ地球物理研究所(米)CNEXO(仏(国立海洋

開発センタｰCentreNationa1pour1'Exploitationdes

Ocean)西ドイツとの共同研究航海が行われよう.

西ドイツは新造海洋調査船Somi号を1978年に珊瑚海

へ乗入れオｰストラリア鉱物資源局と共同で同地城

の調査航海を行うことが予定されている.

日本の対応1上記講外国のCCOP/SOPACに対する

協力ぶりに対し日本の協力はどうかとみてみると今

岡の会議に際して技術顧間を派遣し地質調査所におけ

る海洋地質研究活動特に日本周辺大陸棚の海洋地質調

査北部フィリピン海の海底地質深海鉱物資源基礎研

究白嶺丸による1977年の中部太平洋海盆におけるマン

ガン団塊調査(GH77-1)および1978年の同地域マン

ガン団塊調査航海計画(GH78-1)についての報告を

打つだ.

パプア･ニュｰギニアヘは松林修技官水谷仁

東大地震研究所員大学院生らを派遣し(費用は国際協

力事業団)同国の協力の下に地殻熱流量の測定を行っ

た.先にも述べたが中条海洋物理探査課長を2ヵ月

間技術事務局へ派遣し(費用は国際協力事業団)海洋

地質調査の指導･協力を行い観測装置の一部として

オッシロスコｰプを寄贈している.

白嶺丸のGH77-1の航海には酉サモアApiaOし

se岬atoryのWINT醐TEIN氏も参加し海洋地質調査を

実施に学はれると共に日本に到着後約1週間にわたっ

て研修のため東京付近の関係研究機関を歴訪し交流

を深めた｡今回の会議でも議題11(訓練)の場で

1978年のGH78-1の航海にSOPAC加盟国の中から

海洋地質調査研修のため!名限りであるが参加希望者

を受入れられる旨究書した.この結果加盟国に技術

壌務局が加わって非公式桂折衝を行った末今度はフィ

ジｰから参加することがきまった.

7.国際会議

国際会議というものはある意味で各国特に先進国

間の宣伝の場であるともいえる.各国から加盟国ある

いは技術事務局に対してたされた寄与については会議

場においてそれぞれの関係者から寄与の内容が発表さ

れその協力に対する謝辞が述べられる.上に述べた

日本の協力事項についても該当する議題へくるたびに

当事国または技術事務局から報告があり感謝の意が表

明された.発展途上国のエリｰト代表達先進国や国

際機関のメンバｰが並んでいる前で明らかにされる日本

政府からの協力･援助ぶりは｡その程度･内容に応じて

それぞれ参加者達の心中に印象づけられこれによって

地質調査所はもちろんのこと日本国としてのイメｰジ

カミつくられて行くことになる.そしてその結果もたら

される効果は?いわずとも明らかであろう.

白嶺丸のGH78-1調査航海にSOPAC加盟国から

1名だけではあるが研修のための乗船希望者を受入れる

用意があるとのオファｰをした時には引続いてフラシ

スからもORSTOMの航海に加盟国から参加可能であ

る旨の発言がありさらにオｰストラリアも珊瑚海に

おける西ドイツとの共同航海に参加者を求める発言が続

き時ならぬオファｰ合戦の様相を呈した.ただし各

国とも参加者の交通費滞在費にまでは手がまわらず

今度はIOC/UNESCO代表に研修旅費の支出を要請す

る場面が続いた(ただし日本のオファｰに際しては事

前に同代表の了解を得ていたためこちらの発言に引続

き同代表からUNESCOは白嶺丸乗船のための研修

費用を負担できるとの支持の発言があって大変有難かっ

た).しかし冷静に考えてみるとフィジニから東京ま

での片道航空運賃と30目分の生活費を合計してみても高

々数十万円でありこの程度の費用をなにも国連(UNE

SCO)におんぶしないで日本から提供できた抵らぱな

あといラ思いにかられるのは私だけであろうか.

国際協力には人間的関係も大切である.フランス

代表のオｰベノレミュラｰ氏は長らくアジア地域の鉱産

問題に尽力されてきたが今回引退を発表した.同集�
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はフランス鉱山局の技師長でもあったが同国での勤続

45年その中20年間はアジア地域でのサｰビスであり

退職後も9年間は請われてその仕事を続けてこられた.

cCOP/EAの特別顧間にも最初から就任されていた.

フランス柱まりの英語を大きな声できっと人を見据え

ながら真赤な顔をして喋べり公式会議では直ぐにフラ

ンス語へ切替えレジョンドノｰル勲章の略章を黒服の

襟につけた同氏は仕事もさることながらアジア諸国ど

こへ行っても目立つ顔であり名物男であったし長期間

の接触で個人的信頼関係も確立されていたといえよう.

8.むすび

南太平洋の島々というとどういうわけか腰蓑をつけ

た褐色の美女が椰子の木と真青な海を背景に立ってい

る南海の楽園というイメｰジができ上ってしまっている.

しかしこれらの国力は蓬かかなたの夢の島ではない.

日本からどんどん南へ進んで行けば小笠原･マリアナ

･カロリン諸島をへ赤道を過ぎるとニュｰギニアであ

りさらに南へ行げばオｰストラリアの中央東部を縦

断することになる.手許の地球儀で一寸距離をあた

ってみよう.東京を中心としてロサンゼルスまでの距

離を半径として円を描いてみると大部分のSOPACの

国々はその内側に入ってしまうすなわちアメリカより

も近い所に位置しているのである(ただし交通は不便で

あるが).また第9図をみるとわかるように日本にみ

られる島弧や海溝火山帯地震帯を南へたどって行く

と1本はフィリピンインドネシアマレｰ半島西方

刃丁下｢｢I下

ダ1ぱ工事

↓与→L一糸1

等･

とCCOP/EAの国を連絡し他の1本はフィリピンの

南で東へ曲りパプア･ニュｰギニアからソロモン諸島

ニュｰヘブリデスフィジｰサモアトンガ･クック

諸島を通りニュｰジｰランドをへてさらに南へ伸びて

いる.これらの国はほかならぬCCOP/SOPAC加盟

国ではないか.すなわち距離的にも地質構造的にも

太平洋をはさみ日本と非常に深い関係を持っているわ

けである.そしてもちろんCCOP/EAとも.

このように地質学的に密接法関係がある南太平洋地域

においては我々がこれまでに進めてきた研究分野特

に海洋地質火山地熱地震あるいはいろいろのデｰ

タの処理･解析の面での研究協力技術協カガミ十分可能

であろう.またパプア･ニュｰギニアは一連の島弧

にも含まれるが大陸の一部でもあり地質岩石鉱床

学上の興味ある研究テｰマが考えられる.オｰストラ

リアの地質家たちとの共同研究を考慮してもよいのでは

ないか.南太平洋海底のマンガン団塊の調査研究は

北太平洋のそれに比べまだ未知の部分が多く遅れてい

る.海洋資源の重要性が叫ばれているが日本の利益

だけを考完て入りこもうとしても御断わりをくうことは

これまでの経験から十分解っている筈である.先に述

べたように南太平洋1こ国際水域の余地はほとんどなく

各国は海底資源の管轄権に大き狂関心を持っている.

日本としてはEscAPccoP/soPAc祖どの国際機

関を通じて海洋地質調査などの技術協力を実施するこ半

により各国の要望にこたえられるし牽展途上国の向上

をめざす上記機関の目的にもかない先進経済国として

の責任を果すことができし

･･､かも未知のフィｰルドの資

｣二流

料･情報を低抗租く入手可能

.ぷとなるなどすべてにとり望

秘ましい形でメリットが得られ

るというプラスがある.

ン地質調査所としては国際

協力の長期的展望をたて発

展途上国で求められる技術を

紀

身につけしかも信頼される人

格を持つだ人間を計画的に養

成し地球科学の専門分野で

一の共同研究あるいは現場での

技術者の訓練を行うことによ

って途上国の研究レベノレ･

･技術レベルの向上をはかりな

がら上記の目標を達成するよ

う努力すべきであろう.

第9図環太平洋およびその周辺の火山･地簸分布図�


